
（例b.歩道は部分的に狭いが車線数を確保することによる自動車交通の円滑化）

都市計画道路とは
ま ち

○ 都市計画道路は、都市の骨格を形成する重

要な都市基盤の一つであることから、長期的

な視点をもって整備を進めるべきものとして、

都市計画法に基づき定められた道路です。

○ その整備により、まちのなかの交通処理だけで

なく市街地の形成や、防災性の向上といった、

みなさまが安全・安心で快適に暮らせるため

の様々な効果が得られます。

（例a.暫定整備による防災機能の確保）

用地取得し、建物除却されることで、
避難・延焼遮断のための空間を確保

道路

（例d.交差点回りの部分的な整備による渋滞の解消）

計画幅員現道幅員

交差点に
右折レーンや
左折レーンを
設置することに
より渋滞が解消

《 「段階的整備」、「概成」とは・・・ 》

◆ 「概成」 ： 「段階的整備」を実施し、都市計画道路の概ねの機能を果たしうる段階まで整備が完成した状態。

計画幅員までは完成していないが、自動車交通の処理が可能な車線数を有する、または、
防災機能（避難、延焼遮断）の相当程度の発現が期待できるなどの概ねの機能を満足する
段階まで行う、暫定的な整備。 （下記 例a、b参照）

計画区間の全体ではなく、一定の整備効果が発現すると見込まれる区間にしぼり、先行的に
行う、部分的な整備。 （下記 例c、d参照）

◆ 「段階的整備」 ◆ 「暫定整備」 ：

◆ 「部分的整備」：

現道幅員

計画幅員

拡幅

拡幅

整備前

整備後

車道部：車線数を確保すること
で自動車交通が円滑化

整備前幅員

計画幅員 歩道部：部分的に狭いまま

歩道部：部分的に狭いまま

○ お問い合わせ先 ○

大阪市建設局道路部街路課

〒559-0034大阪市住之江区南港北2-1-10ＡＴＣ ＩＴＭ棟6Ｆ

【TEL】 整備プログラムについて ： 06(6615)6745

（事業中路線 ： 06(6615)6753 未着手路線 ： 06(6615)6744）

【FAX】 06-6615-6582 【E-mail】 la0022@city.osaka.lg.jp

発行 平成28年9月

○ 事業中路線の整備を着実に進めるとともに、必要な財源の確保をはじめとした、事業着手へ向けた取り組みを進めていきます。

○ 今後の社会経済情勢、都市計画道路整備に関する財政状況、関連する事業の進捗状況、用地取得状況、関係機関との

協議状況などにより、各路線を取り巻く環境に変化が生じ、この整備プログラムにお示しした各路線の整備見通しが変更となる

可能性があることから、概ね5年後を目途に見直しを行い、最新の内容とすることとします。

今後の取り組み

大阪市のホームページにおいて、「都市計画道路の整備プログラム 詳細版」をご覧いただけます。

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000374399.html

全市的な
計画等

・「大阪の成長戦略」
・「大阪市まち・ひと・しごと
創生総合戦略
・「大阪市強靭化
地域計画」

など

図1.都市計画道路の整備に関する状況と都市計画道路の整備プログラム

国の
社会資本整備に関する

計画等

・「関西広域地方計画」
・「交通政策基本計画」
・「近畿ブロックにおける
社会資本整備重点計画」

など

道路と鉄道の立体交差
（高架化・地下化）

（○阪急電鉄京都線・千里線
連続立体交差事業

○ＪＲ東海道線支線地下化事業）

街路事業費

事業中の都市計画道路の整備

自動車専用道路
（○淀川左岸線(2期)）

「整備プログラム」の対象⇒ 非常に限られた事業費

未着手の都市計画道路の整備
（当面の10年間に事業着手に向け取り組む路線)

都市計画道路の整備にあたりふまえるべき計画等 都市計画道路整備事業に関する事業費の状況

【都市計画道路整備事業（街路事業）の事業費見通し】

大阪市においては、街路事業を含めた公共事業費を大幅に抑制してきた

こと、同じ街路事業で、現在、大規模な道路と鉄道の立体交差（高架

化・地下化）事業を重点的に進めているほか、都市計画道路のなかでも

大規模な自動車専用道路の整備事業を実施していること等から、少なく

とも当面の10年間においては、都市計画道路（幹線街路）の整備に投資

できる事業費は、非常に限られた状況です。

【国および全市的な計画】

大阪市における都市計画道路整備は、 「関西広域地方計

画」や「交通政策基本計画」、「近畿ブロックにおける社会資

本整備重点計画」などの、国の社会資本整備に関する計画、

および「大阪の成長戦略」、「大阪市まち・ひと・しごと創生総

合戦略」、「大阪市強靭化地域計画」などの、全市的な計画

をふまえて整備を進めています。

○ 都市計画道路の整備に関する状況をふまえ、「安全・安心で快適な市民生活、活力あふれる都市活動を支える都市空間の実現をめざし、

選択と集中を進め、効率的・効果的な都市計画道路の整備に取り組む」ことを整備方針として、都市計画道路の整備を進めています。

○ 平成25年度の都市計画の見直しを経た後の、整備方針における“選択と集中”の具体的な形としての「今後の都市計画道路の整備の進め

方」について、市民のみなさまのご意見をお聞きしながらあらためて整理を行いました。この「今後の都市計画道路の整備の進め方」に基づき、

当面の10年間における各路線の整備見通しを検討し、「都市計画道路の整備プログラム」としてとりまとめました。

大阪市の都市計画道路の経過等

○ 大阪市では、平成25年度に行った、長期間、事業に未着手であった都市計画道路（幹線

街路）についての計画見直しに際し、存続するとした未着手の都市計画道路について、今後

概ね30年程度での事業着手をめざすこととしました。

○ 大阪市では、自動車の流れが他都市と比べて遅いことや、地震時等において著しく危険な

密集住宅市街地が多く残っているなどのまちの課題を未だ抱えており、これらを解決するため

にも、未整備の都市計画道路については、一刻も早い整備が望まれます。

○ しかし、全ての路線の完成までには長い年月と多額の事業費を要するため、各路線の優先

順位を整理して整備を進めていくことが重要です。

大阪市では、今後の都市計画道路の整備の進め方と、当面10年間の各路線の整備見通しを示す「都市計画道路の整備プログラム」を、

市民のみなさまのご意見をお聞きしながら、策定しました。

事業の進め方等に関する透明性を高め、まちづくりの方向性を示すとともに、より一層、効率的・効果的な整備に取り組みます。

（例c.駅周辺の部分的な整備による駅へのアクセス性の向上）

駅周辺部から部分的に拡幅整備することで、
駅へのアクセス性が向上

計画幅員

鉄道駅

現道幅員

延焼の危険性

建物・電柱等
倒壊による閉塞

駐車・放置車両
による閉塞

道路

避難・救助・消防
活動が困難

都市計画道路の整備方針

今後の都市計画道路の整備の進め方

当面10年間の各路線の整備見通し
＜事業中路線の整備見通し・事業着手へ向け取り組む路線＞

「都市計画道路の整備プログラム」

○ 各路線の優先順位の整理にあたっては、都市計画道路を含めた社会資本整備に関する国の計画や、大阪市の施策全体の計画（全市的な

計画）、事業費見通しなど、都市計画道路の整備に関する状況をふまえる必要があります。

都市計画道路の整備プログラム

都市計画道路の整備に関する状況と都市計画道路の整備プログラム

mailto:la0022@city.osaka.lg.jp
http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000374399.html


各路線の詳細な位置等については、大阪市ホームページ「マップナビおおさか」＞まちづくり情報マップ＞都市施設でご覧いただけます。（「マップナビおおさか」URL： http://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/webgis/index.html）

○ 当面の10年間は、未着手路線に比べ、事業中路線を優先的に進めます。

○ 整備する区間をしぼり、先行的に実施する「段階的整備」にも、より積極的に取り組み、着実に整備効果を発現させます。

○ 事業中路線のなかでも、整備の優先度が高い路線（右欄）に重点を置き、整備を進めます。

その他の事業中路線については、しばらくは積極的には進捗を図ることが困難な状況です（権利者の方からの買取りのご要

望には対応します）が、重点を置いて整備する路線の進捗状況等を見計らいながら、順次整備を進めます。

○ 未着手路線については、概ね30年程度での着手をめざします。

未着手路線のなかで整備の優先度が高い路線（右欄）について、事業中路線を含めた都市計画道路の整備状況等を

総合的に評価し、当面の10年間において事業着手へ向け取り組む必要がある路線を選定しました。事業中路線の進捗や、

連携して進めるべき他事業などの状況を見計らいながら、必要な財源の確保をはじめとした、事業着手へ向けた取り組みを

進めていきます。

事業中路線の整備見通し

事業中路線の進捗状況、段階的整備等の詳細については、大阪市ホームページでご覧いただけます。
（「事業中の都市計画道路の一覧」： http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000159821.html）

事業着手へ向け取り組む路線
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安全・安心で快適な市民生活、活力あふれる都市活動を支える都市空間の実現をめざして、

選択と集中を進め、効率的・効果的な都市計画道路整備に取り組みます。

今後の都市計画道路の整備の進め方

＊ 阪急電鉄京都線・千里線との交差部を除く ＊＊ 今後精査予定

＊ 路線の掲載順序は、優先順位を示すものではありません。

都市計画道路の

整備方針

図中

番号

路線名＊

(箇所名)
優先度の高い理由・路線の役割等

a 生玉片江線
（桃谷）

密集住宅市街地における防災骨格を形成するため
優先的に整備が必要な路線

b 豊里矢田線
（生野）

密集住宅市街地における防災骨格を形成するため
優先的に整備が必要な路線

c 西野田中津線
（大淀北）

他事業と連携して進めるべき路線
：淀川左岸線(2期)事業と進捗を合わせて進めるべき路線

d 淀川左岸
歩行者専用道

他事業と連携して進めるべき路線
：淀川左岸線(2期)事業と進捗を合わせて進めるべき路線

e 加島天下茶屋線
（加島交差点）

整備による、効果が特に高いため優先的に整備する路線
：自動車走行の円滑化（主要渋滞箇所の解消）ほか

f 勝山通線
（四天王寺）

整備による、効果が特に高いため優先的に整備する路線
：歩行者・自転車の安全性・快適性の向上ほか

g 生玉片江線
（小路）

整備による、効果が特に高いため優先的に整備する路線
：歩行者・自転車の安全性・快適性の向上ほか

h 平野喜連線
（平野東）

整備による、効果が特に高いため優先的に整備する路線
：広域ネットワークの形成ほか

図2.大阪市の都市計画道路

整備の優先度が高い路線

 淀川左岸線（2期）【自動車専用道路】
「大阪都市再生環状道路」の一部を構成する自動車専用道路で、市中心部の渋滞緩和や市街地環境の改善を図るとともに、近畿圏の広域道路ネット
ワーク強化に資する路線のうち、大阪市の街路事業と阪神高速道路株式会社の有料道路事業との合併施行にて事業中の区間

 他の事業と連携して進めるべき路線
他の事業と連携して進めることが事業進捗上有利である、または、先送りすることの影響が大きく他の事業の進捗に合わせる必要がある路線

 用地取得率が高く、整備効果の早期発現が見込める事業中路線【重点整備路線・完了期間宣言防災路線】

 密集住宅市街地における防災骨格を形成する路線
「大阪市密集住宅市街地重点整備プログラム（平成26年4月）」に基づき、密集住宅市街地の防災性向上のさらなるスピードアップを図るため、整備を

推進している、災害時、延焼遮断や救助・消防活動及び避難の空間のために必要な防災骨格となる都市計画道路（防災骨格路線）

 整備により得られる効果が特に高いことから早期に整備するべき未着手路線

当面の10年間における各路線の整備見通し

防災

骨格

路線

他事業との連携路線

【連携する事業・路線】

重点整

備路線

等

前期5年
(～2020(平成32)

年度)

後期5年
(～2025(平成37)

年度)

1 歌島豊里線（東淡路）＊ ○
完成

（平成28年度）
－

2 北野今市線（中崎） ○
完成

（平成30年度）
－

3 天王寺大和川線 ○

防災機能概成済
（平成23年度）、
事業継続

（段階的整備）

事業継続
（段階的整備）

4 生玉片江線（細工谷） ○ ○
完成

（平成29年度）
－

5 津守阿倍野線（旭） ○ ○
完成

（平成30年度）
－

6 豊里矢田線（北田辺） ○ ○
完成

（平成29年度）
－

7 木津川平野線（千本中） ○ 事業継続 事業継続
8 尼崎平野線（山王） ○ 事業継続 完成
9 尼崎堺線（西成南） ○ 事業継続 事業継続
10 生野線（林寺） ○ 完成 －

11 淀川左岸線(2期)
○

【淀川南岸線】
完成＊＊ －

12 淀川南岸線
○

【淀川左岸線】
完成

＊＊ －

13 長柄堺線（阿倍野）
○

【阿倍野再開発事業】
事業継続 完成

14 河堀口舎利寺線
○

【生野南部地区事業】

事業継続
（段階的整備）

完成

15 正蓮寺川歩行者専用道
○

【正蓮寺川

総合整備事業】
事業継続 完成

16 淀川北岸線（菅原）
○

【おおさか東線事業】

事業継続
（段階的整備）

事業継続

17 阪急京都線東付属街路
1号線ほか7路線

○
【阪急電鉄京都線・千里線

連続立体交差事業】

事業継続 事業継続

18 大阪外環状線連絡線
付属街路2号線

完成 －

19 大和川北岸線（公園南矢田） 概成 －
20 長吉線（長吉長原東） 概成 －
21 田辺出戸線（長吉出戸） 概成 －
22 東野田河堀口線（大手前） 事業継続 完成
23 桜島東野田線（四貫島） 事業継続 完成
24 尼崎堺線（住之江） 事業継続 完成
25 鞍作線（加美東） 事業継続 完成
26 本庄西天満線（神山） 事業継続 事業継続
27 豊里矢田線（鴫野・蒲生） 事業継続 事業継続
28 十三吹田線（淡路） 事業継続 事業継続
29 新庄長柄線（菅原） 事業継続 事業継続
30 正蓮寺川北岸線（伝法・伝法東） 事業継続 事業継続
31 東野田河堀口線（上本町） 事業継続 事業継続

図中

番号
路線名(箇所名)

事業の状態

事業中 都市計画道路

着手へ向け取り組む都市計画道路【新設】
着手へ向け取り組む都市計画道路【拡幅】

整備済 都市計画道路(幹線街路)

未着手 都市計画道路(幹線街路)【新設】
未着手 都市計画道路(幹線街路)【拡幅】

事業中 都市計画道路(幹線街路)
（うち土地区画整理事業や市街地再開発事業、
国直轄事業等において整備される路線）

特に優先的な取組が必要な密集住宅市街地

＜ 凡 例 ＞

この都市計画道路の整備プログラムは、現時点(平成28年9月)に

おける、今後の都市計画道路整備の見通しを示したものであり、社会

経済情勢、都市計画道路整備に関する財政状況、関連する事業の

進捗状況、用地取得状況、関係機関との協議状況などにより、変更

となる場合があります。おおむね5年後を目途に検証を行い、最新の情

報とします。

路線の選定方法等については、「都市計画道路の整備プログラム
詳細版」をご覧ください。 （大阪市ホームページ：

http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000374399.html）

http://www.mapnavi.city.osaka.lg.jp/webgis/index.html
http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000159821.html
http://www.city.osaka.lg.jp/kensetsu/page/0000374399.html

